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Ⅱ センターの事業報告 
１． センター事業日誌（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月） 
年 月 日 事 業 内 容 
平成27年 
4月23日(木) 
第 153 回学際科学実験センター教員会議， 
予算・点検評価専門委員会 
5月12日(火) 第 14 回北陸地域アイソトープ研究フォーラム 
5月27日(水) 第 154 回学際科学実験センター教員会議 
6月18日(木) 第 155 回学際科学実験センター教員会議， 予算・点検評価専門委員会 
7月7日(木) 第 156 回学際科学実験センター教員会議 
7月14日(火) 
～7月17日(金) 
第 28 回生命工学トレーニングコース「遺伝子工学・基礎技術コース」 
7月15日(水) 審査委員会･人事委員会 





9月24日(木) 第 157 回学際科学実験センター教員会議 
10月15日(木) 第 158 回学際科学実験センター教員会議， 
10月21日(水) 
～10月23日(金) 
第 30 回生命工学トレーニングコース「発生工学・基礎技術コース」 
10月30日(金) 審査委員会･人事委員会 
11月13日(金) 第 6 回学際科学実験センターシンポジウム 
11月19日(木) 第 159 回学際科学実験センター教員会議 
12月17日(木) 
第 160 回学際科学実験センター教員会議， 
予算・点検評価専門委員会 
12月25日(金) 第 4 回学際科学実験センター外部評価 
平成28年 
1月5日(火) 第 161 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
1月21日(木) 第 162 回学際科学実験センター教員会議 予算・点検評価専門委員会 
2月15日(月) 第 163 回学際科学実験センター教員会議 




２．平成 27年度 小学生・中学生の放射線教室 
 ―ふるさと科学者実験セミナー「おもしろ放射線教室」― 
平成 27 年 5 月 9 日（土），（財）金沢子ども科学財団 実験室（金沢大学サテライトプラザ）で，
金沢市の小学生や中学生を対象に，ふるさと科学者実験セミナー「おもしろ放射線教室」が開催さ
れた。参加者は 16 名であった。 
時間は午前 9時 30 分～15 時の 5 時間（昼食休憩をはさむ）であった。放射線測定器として「は
















３．第 14回 北陸地域アイソトープ研究フォーラム 






今年度の第 14 回フォーラムでは，演者はアイソトープ総合研究施設長の柴 和弘 教授で，演題









開催：平成 27 年 5 月 12 日（火）15:00～16:30 
場所：金沢大学十全講堂 
講演：「アイソトープ総合研究施設の工事経過および改修後の概要 
 ‒ In vivo 動物実験の充実について」 
    柴 和弘 教授（金沢大学 学際科学実験センター・アイソトープ総合研究施設長） 
４．第 50回北陸実験動物研究会 














日本チャールス・リバー（株）モニタリングセンター 丸山 滋 氏 
特別講演１「加齢により卵子が染色体数異常となる原因」 
理化学研究所 多細胞システム形成研究センター 
染色体分配研究チーム 北島 智也 先生 
特別講演２「Y染色体をもたない哺乳類の性決定メカニズム」 










大学院生を中心に幅広い年代，経歴の方々が集まり，全 4 日間に渡り下記の実験・実習を行った。 
ゲノム編集技術は近年開発された新しい遺伝子改変技術であり，ES 細胞などの幹細胞だけでな
く，HeLa 細胞や 293T 細胞といった体細胞でも特別な機器や習得困難な技術を使うことなく，容
易に遺伝子改変を可能とする。また，CRISPR/Cas9 システムに代表される gRNA（ガイド RNA）
を利用したゲノム編集技術は単に遺伝子欠損細胞の樹立から遺伝子機能解析への応用に留まらず，
将来的に遺伝子治療への応用が期待される次世代技術の一つでもある。今回のトレーニングコース





















平成 27 年 8 月 22 日（土）14 時～16 時，アイソトープ総合研究施設において，施設見学会が
開催された。本会は，石川県内の高校生と，中学校，高等学校および大学の教員を対象として，石
川化学教育研究会（主催）と金沢大学 学際科学実験センター（共催）で企画された。見学内容は，










開催：平成 27 年 8 月 22 日（土）14:00～16:00 
場所：金沢大学アイソトープ総合研究施設 
参加者：高校生 32 名，教員：11 名	
７．第 29回 生命工学トレーニングコース 
「生命科学・RI 利用技術基礎コース」 
平成 27 年 9 月 17 日（木）および 18 日（金），アイソトープ総合研究施設において，第 29 回
生命工学トレーニングコースを開催した。今回から内容を一新し，小動物用 SPECT-CT 装置を用
いたマウスの生体機能解析技術の習得を目的とした。当日は学内から６名の参加があり，まずＲＩ





































 大黒 多希子（金沢大学学際科学実験センター遺伝子改変動物分野 教授） 
「適正な動物実験と遺伝子組換え実験」 





分野主催で, 金沢大学十全医学会の後援のもと 11 月 13 日（金）に「女性生殖組織の機能と疾患」




開催：平成 27 年 11 月 13 日（金） 
場所：金沢大学附属医学図書館 十全記念スタジオ 
プログラム 
開会の挨拶 柴 和弘 教授（金沢大学学際科学実験センター長） 
講演 1「難治性子宮体癌における治療ターゲットの探索」 
馬場 長 講師（京都大学医学部 産婦人科） 
講演 2「子宮体癌における分子標的治療法への期待 ～RAS/PI3K 経路を中心に～」 
織田 克利 准教授（東京大学大学院 医学系研究科 産婦人科講座 生殖腫瘍学分野） 
講演 3「卵分泌因子と卵胞発育」 
杉浦 幸二 准教授（東京大学大学院農学生命科学研究 応用動物科学専攻・応用遺伝子 
 学研究室） 
講演 4「黄体ホルモンが調節する子宮内膜の胚受容能」 
廣田 泰 講師（東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科） 
講演 5「内因性のホルモン分泌を活用した，自然周期排卵・胚移植」 
加藤 恵一 院長（加藤レディスクリニック） 
講演 6「末梢血循環細胞による胚着床誘導機構」 
藤原 浩 教授/科長（金沢大学医薬保健研究域医学系 分子移植学/金沢大学附属病院  
 産婦人科） 
閉会の挨拶 大黒 多希子 教授（金沢大学学際科学実験センター 遺伝子改変動物分野） 
10．平成 27年度 放射線安全取扱部会年次大会 市民公開シン
ポジウム・講演会 
平成 27 年 11 月 26 日（木）金沢市文化ホールで，主催：（公社）日本アイソトープ協会放射線


















    岡村 信行 准教授（東北大学 医学系研究科） 
2)「心臓疾患の最新診断法」 
        中嶋 憲一 准教授（金沢大学 医薬保健研究域） 
3)「核医学における最新がん治療法」 
        絹谷 清剛 教授（金沢大学 医薬保健研究域） 
特別講演：「歴史と文化のまちづくり」 
    山出 保 氏（前金沢市長，石川県中小企業団体中央会会長）	
11．第４回 学際科学実験センター外部評価発表会 




裕司先生（北海道大学 教授），三好一郎先生（東北大学 教授），南森隆司先生（神戸大学 教授），
小野恭史先生（富山大学 准教授）の４人の外部の先生に評価委員を依頼した。当日は学際科学実






尚，評価委員による評価及びそれに対する教員の対応については，平成 28 年 6 月に外部評価報
告書としてまとめた。	
開催：平成 27 年 12 月 25 日（金）13:00～17:45 
場所：アイソトープ総合研究施設 会議室 
評価委員の先生（順不同）： 
久下 裕司 教授（北海道大学 アイソトープ総合センター） 
三好 一郎 教授（東北大学大学院 医学系研究科 医用動物学分野＆附属動物実験施設） 
南森 隆司 教授（神戸大学 遺伝子実験センター長） 















開催：平成 28 年 3 月 11 日（金）10：00～12：35 
場所：金沢都ホテル ７階 「鳳凰の間」西 
講演：1)「放射線を利用する物質科学」 
    佐藤 渉 准教授（金沢大学 理工研究域物質化学系） 
      2)「放射線安全管理におけるこの 20 年の変化」 
        中島 覚 教授（広島大学 自然科学研究支援開発センター・アイソトープ総合部門） 
参加者：36 名 
  
